
 

 

第１２５７回 例会 ２０１６年（平成２８年）１０月３日    

(経済と地域社会の発展月間/米山月間) 

 

前回（９月２６日）例会記録 

◇プログレス 平山 明彦 副ＳＡＡ  

  

１．来客紹介 親睦委員会 栗原 裕 親睦委員 

ゲスト：１名 地区外：１名 地区内：３名 合計:５名 

ゲスト：大阪YMCA国際専門学校 専門課程教務主任 片岡 千賀子 様 

 

２．会長の時間 新川 晃生 会長 

 

皆さま、ようこそお越しいただきました。 

本日は、大阪ＹＭＣＡの片岡千賀子様にお越しいただき、後ほど卓話をお願いしております。 

片岡さま、よろしくお願いいたします。 

また、池田ロータリークラブの近藤様。神戸ロータリークラブの川手様。大阪西单ロータリークラブの

島野様。大阪ロータリークラブの小橋様にもお越しいただきました。 

どうぞごゆっくりお過ごしください。 

先週は台風が上陸して各地で被害が出ていましたが、皆様のお宅はいかがでしたでしょうか。 

今年は、特に台風が多いような気がします。 

 

本日のプログラム                       （本日のプログレス 北野 克己 副ＳＡＡ） 

○ ロ‐タリ‐ソング 「君が代」「四つのテスト」 

○ 会長の時間  ◎ 幹事報告  ◎ 委員会報告  ◎ ニコニコ箱報告  ◎ 出席報告 

○ １０月お誕生月会員お祝い 

○ 卓 話 「文楽について」 大磯 隆一 会員 

○ ３０周年実行委員会 ３１階 「カトレア」 １３：４０～１５：００ 

○ 理事会 ３１階 「カトレア」 １１：４０～１２：１５ 

・ まっかな秋 

・ 秋の夜半 

・ 里の秋 



 

先日は、台風の影響を受けることがあまりなかった北海道で大きな被害が出ました。また関東ではゲリラ豪雨による被害の 

報道を多く聞きます。 

詳しいことはわかりませんが、これは人間がもたらした地球温暖化の影響もあるのではないかと考えさせられます。 

さて、リオデジャネイロのオリンピックに引き続き、先週パラリンピックも終わりました。 

これまでのパラリンピックは、車いすテニスは比較的有名でしたが、それ以外の競技についてはテレビ中継もほとんどなく、

誰々がメダルを取ったなど、新聞で結果を見る程度でした。 

しかし、今回のパラリンピックは、テレビ中継も増え、今まで知らなかった競技やルールを知ることができたと思います。 

そして何より、ハンディキャップを感じさせない鍛えられた肉体にみなさん驚かされたのではないでしょうか。 

そんな中で特に印象的だったのは、陸上女子400mで銅メダルを獲得した辻紗
つじさ

絵
え

選手です。 

左右のバランスを取るために、右腕のひじから先にバトンのような鉄のパイプを付けて走っていた選手で、ニュースなどでご

覧になった方も多いのではないでしょうか。 

彼女は生まれたときから右腕ひじから先がなかったのですが、小学校5年生の時にハンドボールを始め、高校は函館から茨

城の強豪校に進学し高校総体でベスト8になり国体にも出場したそうです。 

そして大学は、スポーツ推薦で強豪の日体大に進学しましたが、ケガのためにリハビリ中だった2年の時に、監督から 

「パラリンピックを目指さないか」と障害者陸上への転向を勧められたそうです。 

彼女は、それまで自分が障害者だとは考えたこともなく、初めて障害者と認識させられてショックを受けたそうですが、いろい

ろと悩みながらも「自分にしかできないことをやろう」と決断して練習に励み、今回の銅メダルにつながったということです。 

パラリンピックには、彼女のように生まれつきの人もいれば、事故などで突然ハンディを背負った人もいます。 

私たちは、どうしても「ハンディキャップがあるのに」という目で見てしまいがちですが、やはりトップクラスの選手たちの戦い

には純粋なスポーツとしての感動を覚えます。 

将来的にはオリンピック、パラリンピックの区別が無くなり、同じオリンピックの中で、柔道の体重別のような階級の一つとして

競技が行われるようになれば、より感動的なオリンピックになるのではないかと思った次第です。 

ありがとうございました。 

 

３．幹事報告 林  拓 副幹事 

本日メールボックスに岡野会員、大久保会員の歓迎会のご案内を配布させて頂いております。 

１１月７日（月）１８：００～李家風餃子房において開催されます。締め切りは１０月31日となっておりますが、 

早めのご回答で、多くのご参加を宜しくお願い致します。 

 

４．委員会報告  

◎30周年実行委員会 片岡 清夫 委員長 

１０月3日（月）１３：４０～１５：００に３０周年実行委員会を開催いたします。 

当日の議題は①３０周年のテーマについて ②各委員会の役割の確認について です。 

関係者の皆様のご出席とご準備の程よろしくお願い致します。 

 

◎青少年奉仕委員会 岩崎 寿英 委員長 

９月２４日に地区のローターアクト・青尐年奉仕 正副委員長合同会議が開催されました。 

来年の春のRYLAセミナーの日程と場所が決定しています。２０１７年５月３日から５日、不死王閣にて開催されます。 

また、２月２６日には献血が実施されますので、皆様ご協力お願いします。 

 

 

 

 

 

 



 

５．RI２６６０地区決議会報告  杉浦 敬久 会員 

会長より指名を受けて澤田会員と共に９月２４日（土）に決議会に臨みました。当日は８１クラブから平均２名、約１８０名が 

集まり、決議委員長の報告で審議し採択しました。 

 

【第１号議案】２０１５～１６年地区決算に係る件については年次財務表および監査報告書の発表を受け、採択賛成多数で 

可決。 

【第２号議案】IMを８組から６組に再編成する件。 

        新 IM所属クラブ一覧表が配布された。２～３の反対質問もあったが、採決は賛成多数で可決した。 

 

 新２６６０地区IM再編成案  

新 IM クラブ 現IM 例会場 会員数 

５組 大阪堂島 ５組 ANAクラウンプラザ 28 

５組 大阪西 ５組 ヒルトン 88 

５組 大阪リバーサイド ５組 中之島センタービル 31 

５組 大阪西北 ５組 ヒルトン 46 

５組 大阪ユニバーサルシティ ５組 ANAクラウンプラザ 34 

５組 大阪フレンド ７組 日航 26 

５組 大阪西单 ７組 リーガロイヤル 92 

５組 大阪船場 ７組 日航 38 

５組 大阪心斎橋 ７組 日航 35 

５組 大阪うつぼ ７組 堂島 34 

５組 大阪アーバン ８組 グランヴィア 29 

５組 大阪みおつくし ８組 オ・セイリュウ 17 

                                            合計 約５００名 

 

【第３号議案】２０１８～２０１９年度以後のガバナー補佐選出に係る件。 

９月下旬 ガバナー事務所にてガバナー補佐資格者（各クラブ会長経験者）のリストアップする 

１０月初旬 各クラブに対してガバナー補佐資格者を提示し、立候補案内を送付する 

１１月初旬 ガバナー補佐立候補者締め切り 

１２月中旬 立候補者がある場合→選考委員会にてガバナー補佐資格者の中から候補者を選定し、本人への打診及び 

       確約を得た後、ガバナー指名委員会に推薦する 

採択の結果、可決された。 

以上、決議会の経緯をご報告いたします。 

 

６．ニコニコ報告 岡野 秀章 親睦委員 

岩崎 会員‥‥本日YMCA国際専門学校より、片岡様が卓話して下さいます。よろしくお願いします。 

伊藤 会員‥‥シルバーウィークを利用して、アイスランドとグリーンランドに行ってきました。特にグリーンランドの雄大な 

          景色に圧倒されました。今回をもって長期の観光旅行は２年間棚上げです。 

 



 

澤田 会員‥‥２４日（土）RI２６６０地区決議会に杉浦会員と行って参りました。今後のロータリーの方針を決める 

大事な決議でした。 

大久保 会員‥‥お客様の金婚式に行ってきました。５０年は大変な事だと感じました。 

松谷 会員‥‥隠岐の海も尐し頑張った。 

片岡、斎藤、沖、高階、井澤、杉浦、大嶋、岡本(茂)、小山、岡本（真）、北野、松永、宮原、栗原、平山、俣野、大磯、 

渡辺、斧原、岡野、清水、新川、小島、 

各会員‥‥やったぞ豪栄道 全優勝おめでとう！ 

 

７．出席報告 平山 明彦 副ＳＡＡ 

会員総数 ４０名 出席率計算会員数 ４０名 出席会員数 ３２名 出席率 ８０％ 

第１２５４回（８月２９日） 修正出席率 ９２％ 

 

８．青少年奉仕部門クラブフォーラム 「留学生のキャリア開発教育と大阪YMCA」 

                        大阪 YMCA 国際専門学校 専門課程教務主任 片

岡 千賀子 様 

 

Ⅰ. 大阪船場ロータリークラブと大阪YMCA国際専門学校の交流の歴史 

・ 25年を超えて、毎年、交流セミナーを開催。 

・ 青尐年との交流を図るボランティア活動の一環としてご参加。基調講演とバズセッションを中心に 

実施。 

 

開催年度             テ ー マ 

2003年 

2004年 

「不景気だからこそ必要とされる人材、しんどい人生をどう生きるか、前向きに生きる力とバイタリティ」 

2005年 「グローバル化時代を生きる」 

2006年 「ボランティア〜ある日本人歯科医師の取り組み（バヌアツにおける活動）〜」  

2007年 「日本企業のグローバル化の現在と将来」学生「○年後の夢、その時、世界と日本は？」 

2008年 「好っきゃねん♥大阪パラダイス計画♥ 私の愛する大阪〜企業、住民、ボランティアの立場から見て〜」 



 

 

Ⅱ. 大阪YMCA国際専門学校の紹介 

  1965年の全日制専門学校の開校以来47年に亘り、語学ビジネススクール  

 として4,000人を超える卒業生を輩出してきた。 

  英米語学科・国際ホテル学科・国際ビジネス学科・英米語専攻科を設置。 

 各学科の専門性に加えて、英語のコミュニケーション能力とオフィス現場で 

 必要とされるワード、表計算、パワーポイントなどコンピューター操作のできる人材を育成する。 

 

 

キリスト教理念に基づく全人格教育を行っている。18歳から60代、日本を含めて20カ国、多彩なキャリアの 

学生が学ぶビジネススクールである。 

 

III. 留学生のキャリア開発教育への取り組み 

1. 留学生の日本での就職状況について 

・ 2014年度の留学生の就職者数は1万人。リーマンショック前の水準に回復 

・中堅・中小企業への就職が約6割。内従業員100名以下への就職は5割 

・ 出身地別構成比では中国が約6割。ここ数年は東单アジアのニーズが高い。 

・ 業種は非製造業が8割。①商業・貿易、②コンピューター、③教育関連の順 

 

２．企業の留学生採用動向 

・ 昨年度外国人旅行者数が2,000万人を突破したインバウンドビジネスでの採 

用拡大（観光・宿泊・小売業） 

・ 内需から外需へ。特に非製造業（サービス業）などが積極的に海外展開 

・ 中小企業の海外進出が活発化。特に製造業の中小企業が積極的に海外展開 

・ IT業界の慢性的な人材不足による需要 

 

３． 留学生の日本での就職活動における問題点 

・ 日本独自の就職活動に対する理解不足 

・ビジネスシーンでの日本語能力の不足 

・ 留学生向けの求人情報が尐ない 

 

４． 留学生の就職活動における特性 

・ 日本人学生以上に大企業・有名企業志向が強い 

・ 自分は優秀と思い込む学生、できないと思い込む学生の二極化 

・ 企業の将来性と自身が活躍できる環境のマッチングを求める 

・ グローバル展開を行っている企業志向が強い 

 

2009年 「へこたれへんで大阪商人」 

2010年 「Working with “JAPAN”その日を日本企業はどう迎えるか」 

2011年 「Working with “JAPAN”日本企業のグローバル化に応えれる人材とは」 

2012年 「グローバル化する日本企業で長期活躍できる人材とは」 

2013年 「社会で働く厳しさ・・人生の先輩が、学生の本音を聞いて伝えること」 

2014年 「グローバルビジネスの現場で使えるヒトとは・・・人生の先輩が、学生のホンネを聞いて伝えること〜」１ 

2015年  同上 II 

2016年 「日本で就活・転職・キャリアアップする時（人生の先輩から学ぶ、 母国と日本の違い）」 



 

IV. 留学生に対するキャリア支援と教育 

・ マナー、時間管理の指導を繰り返すことにより、社会人を育成する 

・ 自己分析を繰り返して自身を客観視できる力を養い、ES（エントリーシート）が書けるようにする 

・ 日本の就職活動のスケジュールを知る 

・ 企業内の日本語コミュニケーション能力を養成する（高文脈の日本語） 

・ 日本がイメージするキャリアパスと母国の相違を知り、長期的な視野でキャリアパスが描けることを目指す 

 

＜2016年度交流セミナーのご提案＞ 

 ロータリークラブメンバーの企業・店舗などを訪問して、インタビューを行う。渉外、インタビュアー、撮影、記録など学生が

役割を分担して企画実施する過程を通して、社会人に必要なマナーを実践する機会とする。 

 

 

☆次回１０月１７日（月）例会予定 

                ・職業奉仕フォーラム ～１３：４５延長 

・職場見学：共栄社化学株式会社 奈良工場/研究所 １４：００～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


